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１．背景と目的
筑波技術大学の聴覚障害学生に対する１年次必修科目

「日本語表現法Ａ・Ｂ」は，助詞や敬語を使う力，論理的
に書く力の向上を目的としている。

2020 年度は，コロナ感染拡大のためオンライン授業となっ
た。授業では，Zoomでの解説後，ラーニングボックス（以
下ＬＢと記す）で問題に取り組ませることとした。ＬＢ問題は，
授業前半の解説やＬＢに載せた解説を読めば回答できる問
題を中心とし，80％以上得点すれば「合格」とした。授業
時間内や締切日までに出た点数の中で最も高い点数を評
価すると伝えたため，多くの学生が高得点を目指して何回も
取り組んだ。2019 年度までの対面授業では，「教師による
ていねいな解説」の時間を長くとったが，オンライン授業では，
パソコン画面を長時間見ることによる疲労やアクティブラーニ
ングの効果などを考え，「学生自身による繰り返し学習」へ
の転換を図ったと言えよう。

2021 年度の１学期は，ハイブリッド授業（対面での受講
生が大多数）となり，15 回の授業が可能となったため，敬
語に関する指導を増やしたいと考え，2021 年 3月に，敬語
に関するレッスン1～ 16のそれぞれで，事前に見る解説（以
下「事前解説」と称する）とＬＢ問題を作成したが，特に
丁重語や会社における敬語の使い方の問題の作成に苦慮
した。問題は正誤がすぐに見られるようにしたが，その答え
になる理由の解説（以下「問題解説」と称する）の必要
性を感じた。また，中学で学習済みの「五段活用」や「未
然形」に関して，事前解説や問題も作成したいと考えた。

２．方法・手順
2021 年 4 ～ 7月に，2021 年度１学期に学生に取り組ま

せた事前解説と問題（旧「レッスン1～ 16」）を「（新）レッ
スン5 ～ 20」とし，「（新）レッスン1 ～ 4」として「五段
活用」や「未然形」など中学文法のうち敬語の事前解説
と関連するものを作成した。また，2021 年度の学生の結果
から，問題や問題解説，事前解説を追加した。

「異論があるものは使わないことを勧める」という方針のも
とに，さらに敬語に関する諸文献を読み，筆者の考える正
答や説明の仕方で良いかを再検討・修正した。 

2021 年 7 ～ 11月に，以前 Web 助詞問題を作成した
時の協力者である1 名（聴覚特別支援学校の元教員）
から修正意見をいただき，2021 年 11 ～ 12月に，全ての
事前解説と問題文，問題解説を再修正した。さらに，2022
年 1 ～ 3月に，ＬＢに事前解説と問題を載せ，2022 年度の
授業で取り組めるようにした。

３．事前解説や問題，問題解説の作成　
文化審議会（2007）は，「①ご～される」は誤用で，「②

ご～なさる」は使えるとしているが，学校では「する」の
尊敬語は「される・なさる」と教えられており，「①は使えな
いが②は使えるとするのは，混乱を招く」という指摘がある
ため，「ご～になる」という尊敬語の使用を勧めるというよう
に，「意見が分かれる表現は使わないのが無難」という立
場をとることとした。

各レッスンの内容と問題数を表 1に示した。また，事前
解説は，プレゼンテーションファイルに載せるため細かく分け
て作成した。事前解説の例を，図 1と図 2に示した（修
正意見を受けて修正したもの）。事前解説では，長文によ
る説明より図や絵による説明のほうがわかりやすいという聴
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図1　事前解説の例（レッスン5-2b）
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覚障害者に多い傾向に配慮して，表や絵を用いた説明が
多くなるようにした。

４．意見を反映した修正の例
 ・解説や問題の解説の中での用語の統一
「古語／文語」「可能形／可能動詞／可能表現」など，

語が統一されていないと指摘され，修正した。
 ・見やすさの追求

表の中で「丁寧語」や「丁重語」が「③丁／寧語」「④
丁／重語」のように「／」のところで改行されて見づらい
などの指摘を受け，見やすいようにレイアウトなどを修正した。
 ・用語の説明の追加
「解説で突然『ソト』という語が出てくると戸惑う」のように，

用語の説明が必要という指摘を受け，説明を加えた。
 ・問題文や正答の範囲の訂正

正答の範囲を迷うものがあり，迷うことがないよう，問題文
や答えの範囲を修正した。
 ・問題の移動
「客がいる場面の問題はレッスン19に移すのがよい」と

いう指摘を受け，移動させた。
その他，聴覚障害者に多いと言われる認知特性に配慮

して解説になるよう，修正加筆した。
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図2　事前解説の例（レッスン12-1）
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問題数
動詞の活用と助動詞の付け方

「（ら）れる」の意味
可能表現（可能形と可能動詞）
使役の助動詞
話し手・聞き手・主体・客体
尊敬語と謙譲語
授受動詞の尊敬語と謙譲語
尊敬語と謙譲語と丁寧語
敬意の高さが異なる敬語

「お」と「ご」の使い分け
「お（ご）～になる・する」
謙譲語が使える時と使えない時
謙譲語と丁寧語と丁重語
敬語連結
二重敬語
敬語と可能表現

「させていただく」
会社と客
関連する人物が３人いる時

『敬語の指針』
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表1　各レッスンの内容と問題数 




